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証した結果、cnt, dg, dh, tel領域に多く集積し、中でもtel領域には特に多く集積していることが確認でき
た。そこで、Pli1とNse2のテロメアへの局在がtpz1-K242R株では変動するのかを検証した。その結果、
Pli1とNse2はTpz1のSUMO化の有無に関わらずテロメアに局在していることが示唆された。さらに、Pli1
のテロメア局在が、細胞周期のS期後期からG2期にかけて増加する結果を得た。このタイミングはTpz1
がSUMO化を受けるタイミングと一致していることから、Tpz1のSUMO化はE3リガーゼであるPli1によ
る時空間制御を受けている可能性が示唆された。また、Dot Blot法を用いたテロメアDNAの定量におい
て、まずコントロール実験としてテロメア領域を有するプラスミドをメンブレンに固定化し定量解析を
行った。その結果、テロメアDNAのシグナルを10pg前後まで感度よく検出し定量することができた。そ
こで、qPCRでは正確に定量できないテロメア過剰伸長株からChIP assayにより調整したDNAを用いて
Dot Blot法で検証を行った。その結果、テロメアDNAのシグナルを検出することができたが、再現性を
得ることができなかった。故に今後さらに改良する余地がある。 
